
氏名 金野 倫子 部署 共通教育科 職名 教授

研究分野

学位

学歴

経歴

所属学会（役職）

【2016年度実績】

１．研究業績

著作・論文・学会発表等の名称 単著・共著の別

(1)発行所、全ページ数
(2)雑誌名、巻（号）、開始-終了
ページ
(3)学会名、開催都市

(1)(2)著者、編者名
(3)発表者（発表者は○印）

発行・発表年月

（１）著作

1 単著 診断と治療社；P.640
金野 倫子、永井 良
三

2016.4

2

3

（２）論文

1 共著
BRAIN and NERVE: 神経
研究の進歩 68（4）: 329-
339

森田 昭彦, 石原 正
樹, 金野 倫子

2016 .4

2 共著
老年精神医学雑誌 27
（8）: 846-856

内山 真，金野 倫子，
鈴木 貴浩，金子 宜
之

2016 .8

3 共著
ねむりとマネージメント、
4 (1): 5-10

内山 真，鈴木 正泰，
山田 幸樹，金野 倫
子

2017.1

4 単著  睡眠医療11 (1): 95-99 金野 倫子 2017.1

（３）学会発表

1
第21回日本緩和医療学
会, 京都

○加藤 実, 清水 美
保, 穐山 真由美, 金
野 倫子, 釋 文雄, 石
風呂 素子, 上島 健
太郎, 西村 明子, 幸
坂 知美, 藤田 智子,
日本大学医学部附属
板橋病院痛みセン
ター・緩和ケアチーム

2016.6

2
第41回日本睡眠学会定
期学術集会, 東京

○大槻 怜, 村田 沙
樹子, 斎藤 かおり, 大
江 真智子, 田中 亜
沙美, 降籏 隆二, 金
野 倫子, 内山 真

2016.7

3
第50回日本ペインクリ
ニック学会, 横浜

○加藤 実, 金野 倫
子, 曽我部 智子, 佐
藤 今子, 西村 明子,
上島 健太郎

2016.7

4
第108回東京精神医学
会, 東京

○村田 沙樹子, 松尾
純一, 恩田 優子, 山
田 幸樹, 鈴木 正泰,
穐山 真由美, 金野
倫子, 内山 真

2016.11

5
第46回日本臨床神経生
理学会学術大会, 福島

○金野 倫子，内山
真

2016.1

レム睡眠行動障害とレビー小体病

患児の訴え・母親の意向と評価を反映さ
せた鎮痛薬の選択・用量調整により永眠
まで痛みが軽減した一患児

クライネ-レビン症候群の3症例

覚醒療法の導入が有効であった治療抵抗
性の季節性感情障害の1例

中枢神経系にみられる真菌感染症と認知
症

精神科研修ノート改訂第2版・電気けいれ
ん療法

老年精神医学、睡眠医学、精神病理学、女性心身医学

博士（医学）

1990年東北大学医学部医学科卒業

2014年日本大学医学部精神医学系精神医学分野診療准教授、2017年埼玉県立大学保健医療福祉学部
教授

日本老年精神医学会・専門医・指導医・評議員、日本睡眠学会・評議員、日本女性心身医学会・認定医・評
議員、日本総合病院精神医学会・特定指導医　他

ベンゾジアゼピン系睡眠薬の使用

 うつ病に伴う睡眠障害

痛みセンターの介入を契機に胃切除術後
の腹痛原因の特定と痛みの消失が得られ
た1症例

睡眠と脳波(シンポジウム：脳波と臨床応
用)



（４）その他

1

2

3

２．競争的資金等の研究

研究期間

1

2

3

３．教育業績

講義・演習・実習・論文指導等の名称 期間

（１）講義

1

2

3

（２）演習

1

2

3

（３）実習

1

2

3

（４）論文指導

1

2

3

（５）その他

1

2

3

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会等の講師

講演会、研修会等の名称 主催 講演、研修等のテーマ 開催年月

1
東京都福祉保健
局

2016.11

2

3

（２）国、自治体、財団法人等における委員等

国、自治体、財団法人等の名称 委員等の名称 任期

1

2

3

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

1

2

3

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

第6回東京都認知症サポート医等フォロー
アップ研修

「高齢者のうつ・診断と治療」

該当なし

該当なし

該当なし

概要（教育内容・方法等において工夫した点）

競争的資金等の名称

該当なし

研究名、研究代表者・研究分担者の別

平成28年度老人保健事業推進費等補助
金，老人保健健康増進等事業「地域の潜
在認知症患者の早期診断に関する調査
研究事業」・研究員



５．学内運営（委員会委員）

1

2

3

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

1

７．特許の保有状況
特許名 特許番号 登録年月

1
８．特記事項

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし


